
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

ことを特徴と
する網接続装置。
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ＩＰ網とＡＴＭ網との間に接続される網接続装置において、
　前記ＩＰ網で用いられる符号化方式と、前記ＡＴＭ網で用いられる符号化方式とが同一
であって、音声データについてのＩＰパケットとＡＡＬタイプ２のＡＴＭショートセルと
の異なるプロトコルレイヤ間でプロトコルを相互に変換するものであり、
　前記ＩＰパケットの宛先ＩＰアドレスと、前記ＡＴＭショートセルのチャネル識別子と
を対応付けた変換テーブルと、
　前記ＡＴＭ網から受信した複数の同一宛先の前記ＡＴＭショートセルについて、復号／
符号化をすることなくその複数のペイロード部分を１つのパケットに合成し、前記変換テ
ーブルを用いて前記ＡＴＭショートセルのチャネル識別子に対応する前記ＩＰアドレスを
抽出し、該ＩＰアドレスを含むＩＰヘッダを前記パケットに付加してそのＩＰパケットを
前記ＩＰ網へ送信するＩＰパケット組立手段と、
　前記ＩＰ網から受信した前記ＩＰパケットについて、復号／符号化をすることなくその
ペイロード部分を複数のセルに分割し、前記変換テーブルを用いて前記ＩＰパケットのＩ
Ｐアドレスに対応する前記チャネル識別子を抽出し、該チャネル識別子を含むヘッダを前
記セルに付加してそのＡＴＭショートセルを前記ＡＴＭ網へ送信するＡＴＭセル組立手段
と
を有し、前記音声データを前記ＩＰ網及び前記ＡＴＭ網を介して送受信する



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、インターネットプロトコルパケット（以下「ＩＰ」と略す）を送受信するＩＰ
網と、ＡＴＭセルを送受信するＡＴＭ網との間に接続されており、ＩＰパケットとＡＴＭ
セルとのプロトコルを変換する網接続装置に関する。該装置は、特に、インターネットと
ＡＴＭを有する電話網との間に備えられたゲートウェイであり、インターネット電話シス
テムにおいて有効である。
【０００２】
【従来の技術】
図１は、ＡＴＭ網２０及びＩＰ網１０が、網接続装置３０及び３１を介して接続されたシ
ステム構成図である。該網接続装置３０及び３１は、受信したＡＴＭセルを合成してＩＰ
パケットを送信し、且つ受信したＩＰパケットを分割してＡＴＭセルを送信するプロトコ
ル変換装置である。
【０００３】
図２は、網接続装置３０及び３１のＯＳＩ参照モデルのレイヤ構成図である。ＡＴＭ網側
のレイヤは下位レイヤから順に、物理レイヤ、ＡＴＭレイヤ、ＡＡＬレイヤ及び高位レイ
ヤが構成されており、ＩＰ網側のレイヤは下位レイヤから順に、ネットワーク・インター
フェース・レイヤ、ＩＰレイヤ、ＴＣＰレイヤ、アプリケーションレイヤが構成されてい
る。
【０００４】
従来の網制御装置は、各網側で受信されるデータがレイヤ構造の最上位レイヤまで通され
ており、複数のＡＴＭセルの合成及びＩＰパケットの分割は、ユーザデータレベルでプロ
トコル変換が行われていた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、常時最上位レイヤの処理が必要でないにも関わらず、常に上位レイヤの処理を行
うことは、網接続装置の処理のオーバヘッドを無駄に増やすだけである。
【０００６】
例えば、音声データが通信される場合、各網で独自に音声符号化方式が規定されているた
めに、最上位レイヤにおいて、受信されたＡＴＭ網の音声データを復号化してＰＣＭレベ
ルのデータに変換し、更にＩＰ網の音声データに符号化して送信するということを行って
いた。このような方法は、符号化方式が同じである場合には処理の無駄であるだけでなく
、網接続装置を通る度に音声品質が劣化していくという問題を生じる。
【０００７】
そこで、本発明の目的は、前述の問題を改善し、よりオーバヘッドの少ないＡＴＭセルと
ＩＰパケットとの変換が可能な網接続装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　従って、本発明
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によれば、ＩＰ網とＡＴＭ網との間に接続される網接続装置において、
　ＩＰ網で用いられる符号化方式と、ＡＴＭ網で用いられる符号化方式とが同一であって
、音声データについてのＩＰパケットとＡＡＬタイプ２のＡＴＭショートセルとの異なる
プロトコルレイヤ間でプロトコルを相互に変換するものであり、
　ＩＰパケットの宛先ＩＰアドレスと、ＡＴＭショートセルのチャネル識別子とを対応付
けた変換テーブルと、
　ＡＴＭ網から受信した複数の同一宛先のＡＴＭショートセルについて、復号／符号化を
することなくその複数のペイロード部分を１つのパケットに合成し、変換テーブルを用い
てＡＴＭショートセルのチャネル識別子に対応するＩＰアドレスを抽出し、該ＩＰアドレ
スを含むＩＰヘッダをパケットに付加してそのＩＰパケットをＩＰ網へ送信するＩＰパケ
ット組立手段と、



ことを特徴とする。これに
より、ＡＴＭ網側のＡＡＬレイヤよりも上位レイヤ、及びＩＰ網側のＩＰレイヤよりも上
位レイヤの処理を行う必要がないために、よりオーバヘッドの少ないＡＴＭセルとＩＰパ
ケットとの変換が可能となる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、図面を用いて本発明の一実施形態をより詳細に説明する。
【００１２】
図２は、ＡＴＭ網とＩＰ網との間のデータマッピング図である。本発明による網接続装置
は、ヘッダを取り除いた複数のＡＴＭセルペイロード部（ＡＴＭ標準セルの場合はヘッダ
を除くペイロード部、ＡＴＭショートセルの場合はショートセルヘッダを除いたペイロー
ド部）とＩＰパケットのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）との間のマッピングを相互
に行うものである。
【００１３】
図３は、ＡＴＭショートセルペイロードを説明するための概略図である。本発明の網接続
装置は、ＡＴＭ標準セルレベルだけでなく、ＡＴＭショートセルレベルにおいても有効と
なる。該図３は、ＡＴＭ標準セルヘッダ４３のＡＴＭ標準セルペイロード４４内に複数の
ＡＴＭショートセルが格納されていることを表している。ＡＴＭセルとＩＰパケットとの
対応付けは、ＡＴＭショートセルヘッダに含まれるチャネル識別子ＣＩＤとＩＰアドレス
とを対応付けたテーブルによって決定される。
【００１４】
図４は、ＡＴＭショートセル４１からＩＰパケット４５を合成するための構成図である。
本発明による網接続装置は、セル分配手段５０と、呼毎のバッファ５１と、呼毎のＩＰパ
ケット組立手段５２と、ＩＰパケット送信手段５３とから構成されている。
【００１５】
セル分配手段５０は、呼毎にＡＴＭセルを分配するものである。特に、ＡＴＭショートセ
ルが受信された場合は、チャネル識別子ＣＩＤ毎に分配する。バッファ５１は、ＡＴＭセ
ルを合成するためにメモリに一時的に格納するものである。ＩＰパケット送信手段５３は
、呼毎のＩＰパケット組立手段で生成されたＩＰパケットをＩＰ網へ送信するものである
。
【００１６】
ＩＰパケット組立手段５２は、バッファ読出し手段５２１及びバッファ制御部５２４と、
ＩＰパケット合成手段５２２及びＩＰパケット合成制御部５２５と、ＩＰパケット生成手
段５２３並びにＩＰアドレス及びＣＩＤの変換テーブル５２６とを有している。該変換テ
ーブル５２６内のＩＰアドレスの情報は、システム内の他のルータ（ＩＰパケット経路制
御装置）から得られるものである。該バッファ読み出し手段５２１は、バッファ５１から
ＡＴＭセルを読み出すものである。該ＩＰパケット合成手段５２２は、読み出されたＡＴ
Ｍセルを順番に合成するものである。該ＩＰパケット生成手段５２３は合成されたパケッ
トにヘッダを付加してＩＰパケットを生成するものである。
【００１７】
図５は、図４と逆の変換を行うものであり、ＩＰパケット４５からＡＴＭショートセル４
１を分割するための構成図である。本発明による網接続装置は、バッファ６０と、ＡＴＭ
セル組立手段６１と、ＡＴＭセル送信手段６２とから構成されている。該バッファ６０は
、受信したＩＰパケットをメモリに一時的に格納するものである。該ＡＴＭセル送信手段
６２は、ＡＴＭセル組立手段６１で生成されたＡＴＭセルをＡＴＭ網へ送信するものであ
る。
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　ＩＰ網から受信したＩＰパケットについて、復号／符号化をすることなくそのペイロー
ド部分を複数のセルに分割し、変換テーブルを用いてＩＰパケットのＩＰアドレスに対応
するチャネル識別子を抽出し、該チャネル識別子を含むヘッダをセルに付加してそのＡＴ
ＭショートセルをＡＴＭ網へ送信するＡＴＭセル組立手段と
を有し、音声データをＩＰ網及びＡＴＭ網を介して送受信する



【００１８】
ＡＴＭセル組立手段６１は、バッファ読出し手段６１１及びバッファ制御部６１４と、Ａ
ＴＭセル分割手段６１２及びＡＴＭセル分割制御部６１５と、ＡＴＭセル生成手段６１３
並びにＩＰアドレス及びＣＩＤの変換テーブル６１６とを有している。該バッファ読み出
し手段６１１は、バッファ６０からＡＴＭセルを読み出すものである。該ＡＴＭセル分割
手段６１２は、読み出されたＩＰパケットを順番に分割するものである。該ＡＴＭセル生
成手段６１３は分割されたパケットにヘッダを付加してＡＴＭセルを生成するものである
。
【００１９】
前述した本発明の網接続装置の一実施形態は、様々な網間接続への適用において、本発明
の技術思想及び見地の範囲の種々の変更、修正及び省略が当業者によれば容易に行うこと
ができる。前述の説明はあくまで例であって、何ら制約しようとするものではない。本発
明は、特許請求の範囲及びその等価物として限定するものにのみ制約される。
【００２０】
【発明の効果】
以上、詳細に説明したように、本発明によれば、上位レイヤの処理を行うことなくＡＴＭ
セルとＩＰパケットとの変換が可能となるので、よりオーバヘッドの少ない網接続装置を
提供することができる。特に、例えば、音声データに必要とされる音声符号化装置につい
て、各網で使用される符号化方式を同じにすることによって、網接続装置が行う符号化処
理を省略することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ＡＴＭ網とＩＰ網との間に接続された網接続装置を表すシステム構成図である。
【図２】ＡＴＭ網とＩＰ網との間のデータマッピング図である。
【図３】ＡＴＭショートセル説明するための概略図である。
【図４】本発明によるＡＴＭセルからＩＰパケットを合成するための構成図である。
【図５】本発明によるＩＰパケットからＡＴＭセルを分割するための構成図である。
【符号の説明】
１０　ＩＰ網
２０　ＡＴＭ網
２１、２２、２３　ＡＴＭ交換機
３０、３１　網接続装置
４１　ＡＴＭショートセル
４２　ＡＴＭショートセルヘッダ
４３　ＡＴＭ標準セルヘッダ
４４　ＡＴＭ標準セルペイロード
４５　ＩＰパケット
５０　セル分配手段
５１　バッファ
５２　ＩＰパケット組立手段
５３　ＩＰパケット送信手段
５２１　バッファ読み出し手段
５２２　ＩＰパケット合成手段
５２３　ＩＰパケット生成手段
５２４　バッファ制御部
５２５　ＩＰパケット合成制御部
５２６　ＩＰアドレスとＣＩＤの変換テーブル
６０　バッファ
６１　ＡＴＭセル組立手段
６２　ＡＴＭセル送信手段
６２１　バッファ読み出し手段
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６２２　ＡＴＭセル分割手段
６２３　ＡＴＭセル生成手段
６２４　バッファ制御部
６２５　ＡＴＭセル分割制御部
６２６　ＩＰアドレスとＣＩＤの変換テーブル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(6) JP 3635926 B2 2005.4.6



フロントページの続き

(56)参考文献  特開平５－３３６１５９（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－３３１２７４（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６１－２９６８３８（ＪＰ，Ａ）
              特開平９－２３３１２７（ＪＰ，Ａ）
              電子情報通信学会誌，第８０巻，第１０号，第１０４３－１０４９頁
              １９９８年電子情報通信学会通信ソサイエティ大会Ｂ－８－７
              １９９９年電子情報通信学会総合大会Ｂ－７－９１

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              H04L 12/56
              H04L 12/66

(7) JP 3635926 B2 2005.4.6


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

